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■ 実習創作にあたって：ホスピタリティの構造モデル

■ 実習

実習「たかが声かけ　されど声かけ」

津　村　俊　充

鯖　戸　善　弘

図１　ホスピタリティの構造　（「ホスピタリティ・トレーニング」宇田川・岡崎・三好（2002）より）

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 12, 124-134.



図２　コンテントとプロセス（グループ・レベル）（津村(2009)より作図）



■　実習の特徴として：ホスピタリティを学ぶ二重構造

図３　ホスピタリティの構造（鯖戸，2011）





■　実習の対象

ねらいの例

グループサイズ

所要時間

準備物

会場の設定



手順

ファシリテーションのポイント
○ 二重構造をもった実習であることの理解

○正解のないコンセンサス実施について



○ファシリテーターのホスピタリティ・マインドが試される
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